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令和５(2023)年の大河ドラマで注目を集める徳川家康公は、
本県が誇る世界遺産・日光東照宮に祭神としてまつられてい
ます。

徳川家康公やその周辺の人々、彼が生きた時代について
知るための図書等のほか、家康公が眠る日光東照宮につい
て知るための本を展示しています。ぜひ手に取ってみてくだ
さい。

【展示期間】令和５(2023)年１月～２月

※ 新型コロナウイルス感染症の状況等により、コンサートやイベント、開館日は変更する場合があります。

お知らせ 郵送複写の電子申請・電子納付が始まりました！

栃木県では高校生読書活動推進リーダー「読書コンシェルジュ」を
育成・任命し、高校生の読書推進に向けた活動支援を行っています。

令和４（2022）年度の読書コンシェルジュが作成した「おすすめ本紹
介ポップ」を展示していますので、ぜひご覧ください。

また、(公財)読書推進運動協議会作成「2023 若い人に贈る読書の
すすめ」掲載図書を併せて展示しています。

【展示期間】令和５(2023)年１月

企画

当館では、所蔵資料の複写物を郵送でお送りする「郵送によるコピーサービス」を行っています。従来、
サービスにかかる複写料金と送料は、現金（あるいは郵便為替）と切手でのみ納付することができましたが、
令和４（2022）年11月１日から、クレジットカード等による電子納付も可能となりました。ぜひご利用ください。

【申込方法】
当館ホームページ（下記URL）を経由して「栃木県電子申請システム」にアクセスし、画面の案内に
従ってお申込みください。

・「郵送によるコピーサービス」http://www.lib.pref.tochigi.lg.jp/index.php?page_id=466
【納付可能な決済方法】

クレジットカード、PayPay、LINE Pay、メルペイネット決済、楽天Edy、モバイル楽天Edy、
モバイルSuica、Apple Pay、Pay-easy（ペイジー）
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子どもの読書活動に関する公開講座を開催します！

県立図書館では、過去に養成した「子どもの読書ボランティア指導者」の資質向上に向けた研修を、毎
年連続講座として実施しています。本研修の第５回を、一般の読書ボランティアや関係者等が受講でき
る公開講座として開催します。子どもの読書活動に関心がある方なら、どなたでも参加が可能です。

日 時：令和５(2023)年１月28日(土) 13:30～15:00
内 容：講演「SNS時代の子どもと読書」

講師 白鷗大学教育学部教授 浅木 尚実 氏
開催方法：Zoomアプリによるオンライン開催
定 員：80名（先着順）
申込方法：右のQRコードから電子申請システムで申込み
申込期限：令和５(2023)年１月20日(金) 23:59

文芸講演会、優良読書グループ表彰式を開催しました

令和４(2022)年11月13日（日）、小説家 似鳥鶏氏を講師にお招きし、文芸講演会を開催しました。
似鳥氏の軽妙な語り口に会場は笑いに包まれ、質疑応答ではたくさんの質問に真摯にお答えいただき、
大盛況のうちに終了しました。（参加者100名）

また、栃木県読書活動推進リーダー「読書コンシェルジュ」３名が会の運営に参加し、受付や花束贈呈
などを担当したほか、講演会終了後には講師と交流を図りました。

演題：小説家の生態
講師：似鳥 鶏（にたどり けい）氏 （小説家）

さらに同日、優良読書グループ表彰式を行いました。
表彰団体は以下のとおりです。おめでとうございます。

・栃木県読書推進運動協議会会長表彰
「足利おりひめ民話の会」（足利市）
「KLV(カリブー)協会」（鹿沼市）
「益子図書館友の会」（益子町）

・（公社）読書推進運動協議会会長表彰
「図書館友の会 えほんひろば」（矢板市）

お知らせ

似鳥 鶏 氏

図書館友の会
えほんひろば 様

県民ライブコンサート（実施報告と出演者募集）

コンサート 令和４（2022）年度の県民ライブコンサート全３回のうち、３回目のコンサートを下記の日程
で開催しました。多くの方にご来場いただきありがとうございました。

・ハーモニカによる世界の名曲アンサンブルコンサート
令和４（2022）年 11月24日（木） フジアンサンブルメイツ

県民ライブコンサートは下記のとおり、令和５（2023）年度の出演者を募集します。

募集対象数：個人を含む３団体（１団体10名程度まで）
募 集 期 間：令和５（2023）年１月11日(水)から２月22日(水）まで

応募方法等の詳細は、当館ホームページあるいは館内で配布しているチラシをご覧ください。

※利用者ログイン
は不要です。
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蔵書点検を実施しました
実施
報告

県立図書館では、特別整理期間を毎年10月と３月に設けています。期間中は蔵書点検のほか、開館中
ではできない排架方法の見直しや大規模な書架移動等、図書館を使いやすく維持するための作業を行っ
ています。

今年度は令和４（2022）年10月４日（火）から８日（土）までの期間に蔵書点検等を実施しました。昨年度に
引き続き、県立図書館のFacebookに期間中の様子を投稿しましたので、ぜひご覧ください！

次回の特別整理期間は３月です。利用者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

〈館長コラム〉

時間軸で地図を読む

令和５年が幕を開けました。ウィズコロナ４年目になる本年は、社会生活のより多くの場面
で明るい兆しが見える年になりますようにと願いを込めます。
昨秋、面白い地図帳を購入しました。関眞興編著『60年前と現在の世界地図 くらべて楽しむ

地図帳』です。自分の人生とほぼ重なる年月の変遷を記したこの地図帳には驚くことばかりで
した。アジア、ヨーロッパ、アフリカ、アメリカ、オセアニアの５つの地域ごとに、解説とと
もに新旧の地図が示されているのですが、２つの地図の間に、40数年前高校時代に学んだ記憶
の地図が加わり、結果、３つの地図を比較することになるのです。さらに３つの地図の変化を
読み取る中で、当時の自分自身の姿を思い返しながら、変化に至るまでの世界の節目の出来事
を辿っていきます。冷戦終息後の民族紛争で細分化された地域に、自分の知らない新しい国が
なんとたくさん生まれていることか。世界は動いている。当たり前のことなのに、近年は国内
の動向ばかり追っていた気がします。内向き思考だった自分に反省すること頻り。国境や領土
問題はそう簡単にはいかないことも、平和という状態は常に維持する努力をしていかなければ
すぐに危うくなってしまうことも、地図が教えてくれました。時間軸で世界地図を読む。過去、
現在、未来とつながる世界の「今」に生きる自分を改めて認識することができました。次の60
年先の地図を見ることは私には叶いません。この地図帳は手元において、未来を考えながら
時々眺めることにします。
今回の一冊は、（公社）読書推進運動協議会の「2022 敬老の日 読書のすすめ」で選定され

た24点の推薦図書からのものです。年明けは気持ちを新たにして、同協議会の「2023 若い人に
贈る読書のすすめ」の推薦図書から何を読もうか思案中です。

（栃木県立図書館長）
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イベント案内

〈コラム〉
司書
の目

わたしの１冊 読んでみませんか？

司書が日常の中で接した本
から、おすすめの１冊をご紹
介します。

「触楽入門 はじめて世界に触れるときのように」
（仲谷正史、筧康明、三原聡一郎、南澤孝太／著

朝日出版社 2016）

寒さが厳しくなり、暖かい毛布やマフラー、手袋が手放せない季節になりました。私
は寒さが苦手ですが、肌触りの良い毛布などに触れられる冬は、毎年少しだけ楽しみ
でもあります。ふわふわとやわらかくて暖かいものに触れるのが好きな方は、たくさんい
るのではないでしょうか。

では、なぜその「ふわふわでやわらかい」ものに触れるのが好きなのでしょう。その答
えは、私たちが生まれる前から持っている「触覚」にあります。触覚は、視覚や聴覚と同
じく五感の一つですが、普段から意識することや言葉にすることはあまりないかもしれ
ません。しかし、お母さんのおなかの中にいる時から、その発達は始まっていると考え
られています。

今回ご紹介する『触楽入門 はじめて世界に触れるときのように』は、様々な形で触
覚に関する研究や開発を行っている４人がまとめた本です。「あたたかい手と冷たい手
なら、どちらの人を信頼するか」「麻酔をした手で卵を掴んだら」「やわらかくてあたたか
いテディベアは不安を減らせるか」など触覚に関する、世界中の興味深い研究や実験
が集められています。

「触れる」という行為は、意識をせずとも誰もが日常的に行っているものです。私は今、パソコンのキーボードに触
れ、これを読んでいるあなたは紙（または、電子機器など）に触れています。普段意識しない感覚だからこそ、改め
ていろいろなものに触れて、「触覚」について考えてみませんか。その時はぜひ、触って一番好きなものとこの本を
手に取ってみてください。（黛）

■県民ライブコンサート
令和４（2022）年度のコンサート（全３回）は終了しま

した。令和５（2023）年度の出演者募集についてはp.2
をご覧ください。

■館内展示
１F ロビー

・徳川家康公と日光東照宮（～２月下旬）
・「読書コンシェルジュ」連携展示（～１月下旬）

２F 公開資料室
・18歳から大人！～成年年齢引下げ～

３F 地域資料室
・（美術館連携）「二つの栃木」の架け橋

小口一郎展 足尾鉱毒事件を描く（１月下旬～）
・栃木県文化功労者 北口英雄氏・佐藤則武氏

（１月中旬～）

４F 公開資料室
・2022年 ノーベル賞
・パンダ来日50周年！
・第168回芥川賞・直木賞受賞作（１月下旬～）

Ｂ１Ｆ 読書活動支援室
・追悼 山脇百合子
・栃木県の先生が選んだ栃木県冬休みすいせん

図書

https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784255009056

